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2021年6月8日午後、分子科学研
究所所長招聘会議として「広がる化
学系博士人材の未来」が行われまし
た。日本学術会議化学委員会の主要活
動の一つとして、日本化学会、分子科
学研究所と協力して毎年行われている
ものの一環です。昨年度には「光り輝
く博士課程卒業生」のテーマで開催さ
れ、その内容に関連して少し違った切
り口から更に議論を深めることを目的
に、本年度のテーマ設定がなされました。
一般に博士号を取得すると修士に比

べて就職に不利と思われています。実
際、マスコミでもそのような取り上げ
方がほとんどで、修士課程学生が周囲
から博士後期課程進学に反対され、進
学を断念するケースもあるといいます。
しかし化学分野では、世間が思ってい
る印象や他の分野とは違う実態もあり、
（アカデミックを希望する場合は簡単で
はないこともあるにせよ）企業の就職
にはそれほど大きな問題がないと感じ
ている大学教員も多いようです。残念

ながらその実態は、一般の方には浸透
していません。世間のマインドが変わ
らないと、博士後期学生の増加は難し
く、我が国の研究力の回復も困難にな
ると思われます。化学分野の実態を少
しでも広く正確に知って頂く契機とな
ることを期待して、今回の企画がなさ
れました。講演者として、大学で博士
課程学生の就職状況調査や就職支援に
携わっている教員、政府（文科省）で
博士課程学生支援制度の制定に携わっ
ている方、博士課程修了後に民間での
研究開発経験を経て化学系ソフトウェ
アを取り扱う会社を起業した方に加え、
マスコミで主に科学・技術系の事項を
担当される記者を迎えて、様々な立場
から博士課程学生を取り巻く状況、修
了者のコンピーテンシー、社会におけ
る立場と認知度等について、事例紹介
と議論がなされました。
講演では、博士課程に進んだ学生

が学位取得後に、就職した民間企業で、
予想しなかった場面でその才能を開花

させた例が紹介されるなど、個人的
に大変興味を引いたものがありました。
別な講演で紹介されたデータでは、博
士修了者について世間で考えられてい
るような就職難の状況にはなく、また
修了者の水準は多くの場合に民間企業
のニーズを満たしていることが明確に
示されるものでした。そのことを踏ま
えずに無用な教育改革を行うことの危
険性の指摘もありました。博士課程学
生に対する政府からの経済的支援も少
しずつ進んではいるようですが、まだ
到底満足できる水準には遠い印象でし
た。今後の対象拡大と更なる待遇改善
に期待したいと思います。
今回は前年度に引き続き、COVID-

19の感染状況を考慮してオンライン開
催としましたが、結果的に、職域・地
域・年齢層の広い範囲からの参加登録
があり、当日の参加者は約200名を数
え、大変盛会で活発な議論が行われま
した。

（岡本 裕巳　記）

分子科学研究所技術課は、2021年
4月1日より、技術推進部に改組され
ました。1975年の研究所設立と同
時に、技術分野での研究支援を目的と
して、旧文部省の教室系技官が全国で
初めて組織化されたのが分子研技術課
です。しかし時代と共に、技術職員が
支える研究・技術分野は設立当初に比
べて多岐に拡がり、より深く高度な技
術が求められるようになってきました。

技術課は、それに応じる形で班や係を
専門毎に細分化（6班14係）し、個々
人の能力や専門性で業務を進めざるを
得ない状況となりました。結果として、
高度な専門知識や技能を有した人材は
いるものの、組織としての有機的な繋
がりがない部署が多くなり、事務組織
と同じライン制での組織運営が馴染ま
なくなってしまいました。この状況を
改善することを目的の一つとして、1

部4ユニットのスタッフ制による技術
者組織に改組し、技術職員個々人が有
する能力を最大限発揮できるよう、上
司部下という関係ではないフラットな
組織体系を構築することにしました。
附属施設に所属する技術職員を四つの
ユニット（光技術、装置開発、計算情
報、及び機器分析）に配置し、マネジ
メント役としてのユニット長を技術職
員の中からユニット毎に選任しました。
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